
























































































































面形,団 扇形,円 窓形,色 紙形のように本屏
風以前に既に画面形式として古 くから用いら
れていた形がある。それと,茶壺形,冊子形,
鼓の革形,軍 配(扇)形 のような器物の形を
画面形式 として用いている。それ らはどちら
も小画面である。 このような小画面の歴史を
考えてみると,平安時代の紙絵が もとになっ
たのではないか。即ち,一枚の紙に物語絵や
歌絵を描いて,っ なぎ合わせると絵巻になり,
綴 じると冊子絵になり,扇形に切ると扇面絵
になったりする。『源氏物語』 にも 「この頃
の世には,た ぜか くおもしろき紙絵をと1の
ふることを,天 の下 いとなみたり」と記され,
紙絵は当時の流行であり,貴族の美をあらわ
したものでもあった。中世にあっても,障子
の色紙絵や扇面貼交屏風や土佐派が得意とし
た小絵といわれる小さな絵巻物に受け継がれ,
近世に入 っても本屏風のような種々の画面形
式をした小画面の絵が描き続けられたのであ
る。
六.画 面形式の多様性
本屏風には扇面形,円 窓形,団 扇形等の伝
統的な画面形式の他に瓢形や冊子形,軍配形
等の器物(静物)を 写 した形状の画面形式が
ある。これらは,寛永時代に静物を人生的関
心として写す(源豊宗説)こ とが行われた。
また十七世紀後半には器物に絵を描 くことが
流行 した(『都今様御所友禅ひいながた』)こ
とが相俟 って生まれたのではないかと推論 し
た。それぞれの形は松平頼重の個人的関心に
よることも論じた。
発表内容の詳細は 『野村美術館紀要8』 に
記 した。
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